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平成２９年度公共用水域及び地下水の水質測定計画（案）における変更点 
 

 水質測定計画は、水質汚濁防止法第１６条の規定により、国及び地方公共団体の行う公共用水域及び地下水の水質の測定について、

測定すべき事項、測定地点などの事項について定め、県が作成するものとされており、千葉県の区域においては、国（国土交通省）、 

東京都、千葉県、水質汚濁防止法施行令に定める市（千葉市、船橋市、柏市、市川市、松戸市、市原市）が計画する公共用水域及び 

地下水の水質測定方針を反映して、平成２９年度水質測定計画（案）を作成した。 

 平成２９年度公共用水域及び地下水の水質測定計画（案）における変更点は、以下のとおりである。 

 

１ 公共用水域の水質測定計画 

（１）環境基準項目の追加 

 平成２８年３月３０日付け環境省告示第３７号により湖沼及び海域の生活環境項目に「底層溶存酸素量」が追加されたことから、これまで    

要測定指標項目として測定していた「下層ＤＯ」を、生活環境項目の「底層溶存酸素量」として、継続して測定する。 

 なお、これまで底層の測定を実施していなかった印旛沼（阿宗橋、一本松下、北印旛沼中央）及び手賀沼（根戸下）においても測定（年間２４回）

を実施する。 

 

（２）測定回数等の変更 

① 水質測定 

ア 生活環境項目 

測定機関 測定項目 測定地点 変更内容 変更理由 

千葉県 ｐH、COD、SS、全窒素、全燐 

印旛沼：阿宗橋、一本松下、 

北印旛沼中央 

手賀沼：根戸下 

(表層)年２４回 ⇒  

(表・底層)年２４回 

新たに底層溶存酸素量を測定する地点で、 

底層の測定も実施する。 

千葉市 

全亜鉛、ノニルフェノール、 

ＬＡＳ 

都川：都橋 

葭川：日本橋 

印旛放水路：新花見川橋 

年６回 ⇒ 年４回 これまで環境基準値を超過していない 

ため、測定回数を減らす。 

全亜鉛、ＬＡＳ 東京湾：千葉１～３ 年６回 ⇒ 年４回 

 

資料 ３－２ 
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ア 生活環境項目（続き） 

測定機関 測定項目 測定地点 変更内容 変更理由 

船橋市 n-ヘキサン抽出物質 東京湾：船橋１～２ 年６回 ⇒ 年４回 
過去５年間検出下限値未満のため、 

測定回数を減らす。 

 

イ 健康項目 

測定機関 測定項目 測定地点 変更内容 変更理由 

千葉県 1,4-ジオキサン 

印旛沼：阿宗橋、一本松下、 

北印旛沼中央 

手賀沼：根戸下 

亀山ダム：小月橋、亀山大橋 

新たに年２回測定 
他の健康項目と測定回数を合わせて 

測定を実施する。 

東京湾：東京湾２１～２５、２７ 

    太平洋１～９ 
新たに年１回測定 

東京都 ポリ塩化ビフェニル 旧江戸川：浦安橋 年２回 ⇒ 年０回 ２年毎の調査のため。 

千葉市 

ジクロロメタン、四塩化炭素、 

1,2-ジクロロエタン、 

1,1-ジクロロエチレン、 

シス-1,2-ジクロロエチレン、 

1,1,1-トリクロロエタン、 

1,1,2-トリクロロエタン、 

トリクロロエチレン、 

テトラクロロエチレン、ベンゼン 、 

1,3-ジクロロプロペン 

葭川：日本橋 年１２回 ⇒ 年６回 
これまで環境基準値を超過していない 

ため、測定回数を減らす。 
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イ 健康項目（続き） 

測定機関 測定項目 測定地点 変更内容 変更理由 

船橋市 

カドミウム、全シアン、鉛、 

六価クロム、砒素、総水銀、 

四塩化炭素、1,1,1-トリクロロエタン、

トリクロロエチレン、 

テトラクロロエチレン、セレン 

海老川：八千代橋 

東京湾：船橋１～２ 
年６回 ⇒ 年４回 

過去５年間環境基準値を超過していない 

ため、測定回数を減らす。 

市川市 

ジクロロメタン、四塩化炭素、

1,2-ジクロロエタン、 

1,1-ジクロロエチレン、 

シス-1,2-ジクロロエチレン、 

1,1,1-トリクロロエタン、 

1,1,2-トリクロロエタン、 

トリクロロエチレン、 

テトラクロロエチレン、ベンゼン、 

1,3-ジクロロプロペン 

国分川：須和田橋 

春木川：国分川合流前 

真間川：根本水門、三戸前橋 

大柏川：浅間橋 

年１２回 ⇒ 年４回 
過去５年間環境基準値を超過していない 

ため、測定回数を減らす。 

全シアン、鉛、六価クロム、 

砒素、総水銀、シマジン、 

チオベンカルブ、セレン、 

ふっ素、ほう素 

年１２回 ⇒ 年２回 
過去５年間環境基準を達成しているため、 

測定回数を減らす。 

チウラム 年６回 ⇒ 年２回 過去５年間環境基準値を超過していない 

ため、測定回数を減らす。 カドミウム、1,4-ジオキサン 年４回 ⇒ 年２回 

 
  



- 4 - 
 

ウ 特殊項目 

測定機関 測定項目 測定地点 変更内容 変更理由 

千葉市 クロム 

都川：都橋 

葭川：日本橋 

印旛放水路：新花見川橋 

年６回 ⇒ 年４回 

これまでの調査結果から変動が少ないこと 

が把握できたため、測定回数を減らす。 

船橋市 
フェノール類、銅、鉄（溶解性）、 

マンガン（溶解性）、クロム 

海老川：八千代橋 

東京湾：船橋１～２ 
年６回 ⇒ 年４回 

市川市 

銅、クロム 
国分川：須和田橋 

春木川：国分川合流前 

真間川：根本水門、三戸前橋 

大柏川：浅間橋 

年１２回 ⇒ 年１回 

フェノール類、鉄（溶解性）、 

マンガン（溶解性） 
年６回 ⇒ 年１回 

 

エ 水道水源監視項目 

測定機関 測定項目 測定地点 変更内容 変更理由 

国土交通省 トリハロメタン生成能 江戸川：関宿橋、野田橋 年０回 ⇒ 年１２回 
平成２４年度から測定を休止していたが、 

傾向を確認するため、測定を再開する。 

 

オ その他の項目 

測定機関 測定項目 測定地点 変更内容 変更理由 

千葉県 
溶解性ＣＯＤ、クロロフィルａ、 

プランクトン 
東京湾：東京湾 21～25、27 新たに年６回測定 

東京湾内房海域の水質が、近年悪化傾向に 

あるため、プランクトン関連項目の測定を 

実施する。 

市川市 

電気伝導率 国分川：須和田橋 

春木川：国分川合流前 

真間川：根本水門、三戸前橋 

大柏川：浅間橋 

年２４回 ⇒ 年１２回 
これまでの調査結果から変動が少ないこと 

が把握できたため、測定回数を減らす。 
りん酸性りん、塩化物イオン 年１２回 ⇒ 年４回 

陰イオン界面活性剤 年６回 ⇒ 年４回 
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カ 要監視項目（千葉県） 

測定機関 測定項目 測定頻度 変更内容 変更理由 

千葉県 

ニッケル、モリブデン、全マンガン、ウラン 年１回 測定地点数：１５地点 
（河川１０地点、湖沼１地点、海域４地点） 

健康項目に係る要監視項目のうち、 

継続して検出している４項目について、 

環境基準点等７４地点を５年間で、 

ローリング調査する。 

（平成２９年度～３３年度） 

ＥＰＮ、アンチモン、フタル酸ジエチルへキシル 、 

トランス-1,2-ジクロロエチレン、1,2-ジクロロプロパン 、 

p-ジクロロベンゼン、イソキサチオン、ダイアジノン 、 

フェニトロチオン、イソプロチオラン、オキシン銅 、 

クロロタロニル、プロピサミド、ジクロルボス、 

フェノブカルブ、イプロベンホス、クロルニトロフェン 、 

トルエン、キシレン、塩化ビニルモノマー、 

エピクロロヒドリン、クロロホルム（水生生物項目の 

環境基準点等 68 地点を除く） 

年１回 測定地点数：８地点 
（河川５地点、湖沼１地点、海域２地点） 

健康項目に係る要監視項目のうち、 

継続して検出していない２２項目に 

ついて、環境基準点等７４地点を 

１０年間で、ローリング調査する。 

（平成２９年度～３８年度） 

クロロホルム、フェノール、ホルムアルデヒド、 

4‐t-オクチルフェノール、アニリン、 

2,4-ジクロロフェノール 

年１回 測定地点数：１３地点 

（河川８地点、湖沼１地点、海域４地点） 

水生生物項目に係る要監視項目に 

ついて、環境基準点等６８地点を 

５年間で、ローリング調査する。 

（平成２９年度～３３年度） 

※ 従来は、以下の6区分に分けて測定を実施していた。 

①ﾆｯｹﾙ、ｱﾝﾁﾓﾝ、ﾓﾘﾌﾞﾃﾞﾝの3項目 【5年間】 

②塩化ﾋﾞﾆﾙﾓﾉﾏｰ、ｴﾋﾟｸﾛﾛﾋﾄﾞﾘﾝ、全ﾏﾝｶﾞﾝ、ｳﾗﾝの4項目 【5年間】 

③ﾄﾗﾝｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、1,2-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾊﾟﾝ、p-ｼﾞｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ、ｸﾛﾛﾀﾛﾆﾙ、ﾌﾟﾛﾋﾟｻﾞﾐﾄﾞ、ｼﾞｸﾛﾙﾎﾞｽ、ｸﾛﾙﾆﾄﾛﾌｪﾝの7項目 【10年間】 

④EPN、ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｴﾁﾙﾍｷｼﾙ、ｲｿｷｻﾁｵﾝ、ﾀﾞｲｱｼﾞﾉﾝ、ﾌｪﾆﾄﾛﾁｵﾝ、ｲｿﾌﾟﾛﾁｵﾗﾝ、ｵｷｼﾝ銅、ﾌｪﾉﾌﾞｶﾙﾌﾞ、ｲﾌﾟﾛﾍﾞﾝﾎｽ、ﾄﾙｴﾝ、ｷｼﾚﾝの11項目 【10年間】 

⑤ｸﾛﾛﾎﾙﾑ、ﾌｪﾉｰﾙ、ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞの3項目 【5年間】 

⑥4-t-ｵｸﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ、ｱﾆﾘﾝ、2,4-ｼﾞｸﾛﾛﾌｪﾉｰﾙの3項目 【3年間】 
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キ 要監視項目（政令市） 

測定機関 測定項目 測定地点 変更内容 変更理由 

柏市 

ＥＰＮ、フタル酸ジエチルへキシル、 

ニッケル、アンチモン、モリブデン、 

トランス-1,2-ジクロロエチレン 、 

1,2-ジクロロプロパン、 

p-ジクロロベンゼン、イソキサチオン、 

ダイアジノン、フェニトロチオン 、 

イソプロチオラン、オキシン銅 、 

クロロタロニル、プロピサミド、 

ジクロルボス、フェノブカルブ、 

イプロベンホス、クロルニトロフェン、 

トルエン、キシレン 

大津川：上沼橋 年０回 ⇒ 年１回 

次年度以降の要監視項目調査計画を検討 

するため、近年未調査の項目について、 

平成２９年度は測定を実施する。 トランス-1,2-ジクロロエチレン 、 

1,2-ジクロロプロパン、 

p-ジクロロベンゼン、イソキサチオン、 

ダイアジノン、フェニトロチオン 、 

イソプロチオラン、オキシン銅 、 

クロロタロニル、プロピサミド、 

ジクロルボス、フェノブカルブ、 

イプロベンホス、クロルニトロフェン、 

トルエン、キシレン、クロロホルム 、 

フェノール、ホルムアルデヒド、 

4-t-オクチルフェノール、 

アニリン、2,4-ジクロロフェノール 

大堀川：北柏橋 年０回 ⇒ 年１回 

染井入落：染井新橋 年１回 ⇒ 取り止め 
過去５年間指針値を超過していないため、 

平成２９年度は測定を取り止める。 ＥＰＮ、フタル酸ジエチルへキシル、 

ニッケル、アンチモン、モリブデン 
手賀沼：下手賀沼中央 年１回 ⇒ 取り止め 
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キ 要監視項目（政令市続き） 

測定機関 測定項目 測定地点 変更内容 変更理由 

市川市 

トランス-1,2-ジクロロエチレン 、 

1,2-ジクロロプロパン、 

p-ジクロロベンゼン、トルエン、 

キシレン、クロロホルム 

国分川：須和田橋 

春木川：国分川合流前 

真間川：根本水門、三戸前橋 

大柏川：浅間橋 

年１２回 ⇒ 年２回 
過去５年間指針値を超過していないため、 

測定回数を減らす。 

アンチモン 年１２回 ⇒ 年１回 

オキシン銅 年６回 ⇒ 年１回 

 

② 底質測定 

測定機関 測定頻度 測定地点 変更内容 変更理由 

千葉県 年１回 

金山落：名内橋 

桑納川：桑納橋 

大須賀川：黄金橋 

小野川：小野川水門 

高谷川：与平橋 

待崎川：横渚取水口 

増間川：池田橋 

亀山ダム：堤体直上流部 

東京湾：東京湾６～８ 

測定地点を変更 

１０地点 ⇒ １１地点 

河川：６地点 → ７地点 

湖沼：１地点 → １地点 

海域：３地点 → ３地点 

８年ローリング調査のため。 

（平成２８年度～３５年度） 

東京都 年１回 旧江戸川：浦安橋  ０地点 ⇒ １地点 ２年毎の調査のため。 

千葉市 年１回 東京湾：千葉１～３ ０地点 ⇒ ３地点 ３年毎の調査のため。 
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２ 地下水の水質測定計画 

（１）環境基準項目名の変更 

 平成２８年３月２９日付け環境省告示第３１号により、環境基本法第１６条に基づく地下水の水質汚濁に係る環境基準のうち、「塩化ビニル   

モノマー」の項目名が「クロロエチレン」に変更されるため、計画本文中の項目名を修正する。（平成２９年４月１日施行） 

 

（２）測定地点の変更 

① 概況調査 

測定機関 変更内容 変更理由 

千葉県 １０７地点 ⇒ １０４地点 １０年ローリング調査のため。（平成２０年度～２９年度） 

千葉市 １８地点 ⇒  １７地点 ５年ローリング調査のため。（平成２８年度～３２年度） 

 

② 継続監視調査 

測定機関 変更内容 変更理由 

千葉市 ４４地点 ⇒ ４３地点 井戸廃止により、測定できなくなったため、１地点減少する。 

船橋市 ３５地点 ⇒ ３６地点 新たにトリクロロエチレンの環境基準値を超過したため、１地点増加する。 

松戸市 ８地点 ⇒  ９地点 
トリクロロエチレンの環境基準が強化されたため、基準値超過となる 

おそれのある井戸を１地点増加する。 

 


